
 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェンダー平等・貧困削減ニュースレター 

 

Cover Photo: JICA / Atsushi Shibuya 

CONTENTS 

 

1. 巻頭メッセージ：ガバナンス・平和構築室部 ジェンダー平等・貧困削減推進室長 広瀬恵美 

2. 着任のご挨拶：ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 副室長 日浅美和 

3. 案件の紹介・各国からの報告①：全世界（広域）女性・平和・安全保障（WPS）アジェンダ推進の

ための情報収集・確認調査 

4. 案件の紹介・各国からの報告②：変えたいと願う声に応えて ー GBV の撤廃に向けた JICA の挑戦 

5. 案件の紹介・各国からの報告③：災害×社会的に脆弱な集団への配慮にかかる講義・グループワーク

実施報告 

6. 案件の紹介・各国からの報告④：中南米・アフリカ地域勉強会 

7. 案件の紹介・各国からの報告⑤：アルバニア デジタル利活用によるジェンダー視点に立った金融包

摂・ビジネス開発促進プロジェクト 

8. 案件の紹介・各国からの報告⑥：女性・平和・安全保障（Women, Peace and Security: WPS）に関す

る発信 

9. ドナー紹介①：第 5 回世界女性シェルター会議への参加を通じた学び 

10. ドナー紹介②：2X Global サミット 2025 出席報告 <Women Driving Resilience> 

11. コラム：書籍紹介 

Jan 2026 Vol. 25 

ペー

ジ 

G P 
ender equality 

overty reduction 
& 



 

2 

 

巻頭メッセージ 

 

ジェンダー平等・貧困削減ニュースレターの読者の皆さま、新年あけましておめでとうございます。2025 年

10 月よりジェンダー平等・貧困削減推進室長を務めております、広瀬恵美です。本年もどうぞよろしくお願

いいたします。 

2025 年は、ジェンダー平等の推進において数多くの節目を迎えた重要な 1 年でした。「北京宣言及び行動要

領」の採択から 30 周年、女性と平和・安全保障（Women, Peace and Security: WPS）の問題を明確に関連づ

けた国連安保理決議第 1325 号採択から 25 周年、そしてアイスランドで国連の国際婦人年を記念して、女

性たちが自らの社会への貢献の重要性を示すためのストライキを行った日から 50 周年という、歴史を振り返

りつつ未来を見据える上で大きな意味のある年でもありました。（ちなみに、この出来事を扱ったドキュメン

タリー映画『女性の休日」が全国で順次公開されており、女性たちの「変えたい」という強い思いと連帯の力

に思わず涙しました。とてもおすすめです！） 

振り返れば、社会は少しずつジェンダー平等に向けて前進してきたように思います。例えば私自身、高校生

の頃までは出席簿が男女別で男子が先、小学校の裁縫箱は男子は水色・女子はピンク（ピンクが苦手だった私

は迷わず水色を選びました）、就職活動の面接でお茶汲みができるか尋ねられた経験など、今では昔話となっ

ているのではないでしょうか。しかし、日本を含めて世界でジェンダー格差を全て克服した国はいまだ存在し

ません。だからこそ、国境を越えて連携し、ジェンダー平等の実現に向けた取組みを強化していく必要があり

ます。その一環として、JICA は 2025 年 12 月 10 日、UN Women との間で初の組織間協力覚書を締結し、日

本を含む世界各国でジェンダー平等と女性のエンパワメントの推進に協働して取り組むことを確認しました。 

最近参加した、ある学びの場で、「ジェンダーの話題になると、男性である自分は責められているようで苦

しい」との声に対し、「男性も女性も、社会を形づくる一員として、それぞれが当事者としてジェンダー平等

を進めていく必要がある」という意見が共有され、その場の空気がふっとあたたかくなった瞬間がありました。

また、若い世代との対話のなかでは、キャリア形成において家庭環境、なかでも両親から受ける影響の大きさ

を感じているという声も聞かれました。次の世代に私たちは何を伝えていくべきでしょうか。 

社会の分断が語られる時代ですが、性別、性自認・性的志向、年齢、人種、障害などの属性や価値観などに

とらわれることなく、一人ひとりが自分らしく、人間としての尊厳をもって、それぞれの能力を発揮できる社

会の実現が何より重要だと感じています。本年も、日本の、そして世界の皆さまと手を携えながら、当室とし

てジェンダー平等、女性のエンパワメント、そして貧困削減に向けた取り組みを引き続き進めてまいります。 

 

（ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 室長 広瀬 恵美） 
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着任のご挨拶 

 

12 月 15 日付でジェンダー平等・貧困削減推進室副室長として着任しました日浅美和です。前職の記者時代

には、アジア（フィリピン・韓国等）からの移住者や満州開拓団引揚者等の取材をし、その経験から途上国へ

の協力への思いが膨らみ JICA に転職しました。JICA に入って 20 年たちますが、ネパール事務所、南アジア

部等でガバナンス、防災、保健、上水等、３スキーム問わず様々な案件の立ち上げ・案件監理等に加え、市民

参加や会計検査対応の経験もさせていただいた 20 年でした。 

その中でも特に思い出深い案件は、ネパール事務所時代に、内戦後のネパールの新しい国づくりを支援する

ために制憲議会支援、民法支援、メディア支援、ジェンダー社会包摂支援等様々な案件を国づくりプログラム

を当時のガバナンス部と立ち上げたことです。その一つとして、女性省と地方開発省を CP とするジェンダー

主流化・社会的包摂の技プロ案件を立ち上げ、郡地方開発事務所等のメンバーとジェンダー主流化に郡予算を

どう使うか協議した経験はとても思い出深く残っています。日本のみならず、途上国の実態を見ると依然ジェ

ンダーの課題は深刻な状況が残っており、１人ひとりが性別にとらわれずそれぞれの能力を発揮できる社会

には、まだまだ遠い道のりを感じています。開発を担う人間の１人としても、あらゆるセクター・事業でジェ

ンダー主流化を取り組んでいけるように、皆様と一緒に取り組んでいければと思っています。これからどうぞ

よろしくお願いいたします！ 

 

 

 

（ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 副室長 日浅 美和） 
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案件の紹介・各国からの報告①： 

全世界（広域）女性・平和・安全保障（WPS） 

アジェンダ推進のための情報収集・確認調査 

 

JICA では、女性・平和・安全保障（WPS: Women, Peace and Security）アジェンダの推進に取組んでおり、

2025 年度は「全世界（広域）WPS アジェンダ推進のための情報収集・確認調査」を実施しています。本調査

事業の一環として、TICAD9 の開催に合わせ、アフリカでジェンダー・WPS に関する取組みを行っている 4

名の女性を日本に招へいしました。滞在中には、日本の若者とアフリカの好事例や課題について議論するイベ

ントを実施したほか、災害・復興とジェンダー・WPS にかかる日本の経験を学ぶために石川県を訪問・視察

しました。 

 

活動紹介① 座談会形式イベント「アフリカの女性と一緒に考えるジェンダーと平和」 

8 月 21 日、JICA 横浜センターにて、座談会形式イベント「アフリカの女性と一緒に考えるジェンダーと平

和」を開催しました。同時期に実施中されていた課題別研修「アフリカにおける女性のビジネス・起業の推進」

の研修員も加わり、アフリカ各国でジェンダー・WPS に関連する活動を行う女性たち 14 名と、日本からはジ

ェンダーや国際開発に関心を持つ学生や若手社会人 21 名が参加しました。イベントでは、まずアフリカ側代

表者 3 名より、自国での取組内容、成果や課題、実施上の工夫などが紹介されました。その後、全参加者によ

る意見交換やネットワーキングの時間が設けられました。意見交換の中では、ジェンダーに基づく暴力（GBV）

の予防には、女性だけではなく男性の理解も重要であるという視点が共有され、それを受けて、男性学生から

「男性としてジェンダー・WPS の促進にどのように関与・貢献できるか考えていきたい」との発言もありま

した。 

 

活動紹介② 石川県能登半島での視察 

地震などの自然災害が多い日本では、WPSに関する第3次行動計画（NAP）の中で、「防災・災害対応」が含

まれています。日本におけるこの特徴的な取組みとその課題を学び、自国での活動の参考としてもらうため、石

川県・能登半島を訪問しました。一行は、石川県知事への表敬訪問を皮切りに、県内で女性の活躍促進に取組む

「ほくりくみらい基金」の訪問、避難所のまとめ役として活躍された女性リーダーとの対話など、現場での知見

を深める機会を得ました。訪問を通じて被招へい者たちは、「災害や復興の場面で表面化するジェンダーの課題

は、突然生じるものではなく、日常生活や社会の中で積み重ねられてきた不平等が、非常時に表に出てくるもの

なのだ」という認識をあらためて共有しました。また、仮設住宅エリアに設けられた包括的支援拠点「コミセン」

では、仮設住宅にこもりがちな男性をいかに孤立させないかという支援の工夫についてもお話を伺い、地域に根

付いた伝統的な性別役割分担や価値観が、復興過程における女性や男性の立場にどのように影響するかとジェ

ンダー課題の関係についても考える機会となりました。被招へい者からは、「今回の来日でつながった訪問先の

方々や参加者同士の繋がりを活かし、今後もオンラインで意見交換等を行っていきたい」といった声も聞かれ、

継続的な交流の可能性が広がりました。 

 

関連記事 

ウガンダ現地連携団体職員がTICAD9招聘事業で来日しました！ - ピースウィンズ 国際人道支援 

アフリカの女性、被災地支援学ぶ 知事を訪問｜政治｜石川のニュース｜北國新聞 

 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000023403.pdf
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/100497914.pdf
https://global.peace-winds.org/activity/uganda/52420
https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/1847188


 

5 

 

＜写真＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（コーエイリサーチ＆コンサルティング 社会開発・平和構築部  今田 晃憲） 

 

 

 

       【活動紹介①】 

質疑応答の様子（中央および右） 

【活動紹介①】 

ウガンダ（難民キャンプ）

の事例紹介 

【活動紹介①】 

ネットワーキングの様子 

【活動紹介②】 

能登のコミセン訪問の様子 

【活動紹介②】 

石川県知事への表敬訪問 
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案件の紹介・各国からの報告②： 

変えたいと願う声に応えて ー GBV の撤廃に向けた JICA の挑戦 

 

「この国では、『女性は弱い存在』だと思われています。そして多くの女性や女の子たちが嫌がらせや性差

別を受けています。私はこうした社会の意識を変えたい。」 

 

「この国では女の子がいろいろな暴力の被害にあっています。幸いに私自身はそういう経験はないけれど、

これからつらい思いをしないように、そしてそういう思いをしている女性を助けてあげられるような存在に

なりたい。」 

 

これは、ケニアの地方部に暮らす 16 歳と 14 歳の少女が語った言葉です。まだ 10 代という若さですが、彼

女たちは女性や少女をとりまく現状を冷静に見つめ、小さくても確かな声を上げています。自分自身の経験に

とどまらず、周囲の女性たちの痛みにも思いを寄せ、その痛みをなくしたいと願っています。そのまっすぐな

思いで、私たちが向き合うべき現実を鋭く照らし出しています。 

 

JICA は 2023 年から、ケニアでジェンダーに基づく暴力（Gender based Violence: GBV）をなくすための地

方政府の能力強化を支援しています。ケニアでは、女性や少女の 3 人に 1 人が、身体的、性的暴力を経験して

います。また、FGM（女性性器切除）や児童婚など、有害な慣習に根差した暴力も後を絶ちません。生理用品

を手に入れるために、あるいは水を得るために、身体を売らざるを得ない状況に追いやられている女性や少女

もいます。 

 

こうした現実を変えようと、私たちは GBV を予防し、被害当事者を切れ目なく支えることができる人材の

育成と支援体制の強化に取り組んでいます。また、県政府、地域のリーダー、学校、民間企業、起業家たちと

も力を合わせながら、「GBV のないスマートな村づくり」や「GBV の撤廃に向けて行動する学校づくり」、さ

らに「GBV の撤廃を後押しするビジネス」を広げていくための取り組みを進めています。未来を生きる少女

たちの願いに応える社会への一歩を生み出す挑戦です。しかし、取り組みは緒についたばかりであり、まだま

だ課題は山積みです。 

 

「痛みをなくしたい」「社会を変えたい」という少女たちの思いに、私たちはどう応えるのか。そして、彼

女たちが人生を自分の力で選び、自分らしく生きられる未来をどのようにつくるのか。2030 年まで残りあと

わずか。今、少女たちから、私たち一人ひとりの「本気度」が問われていると感じます。 
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(国際協力専門員 久保田 真紀子） 

 

 

 

案件の紹介・各国からの報告③：  

災害×社会的に脆弱な集団への配慮にかかる講義・グループワーク実施報告 

 

ASEAN 地域の災害保健医療管理に係る能力や連携強化を目指した「ASEAN 災害保健医療管理に係る地域

能力強化プロジェクト（ARCH2）」（2022 年 1 月～2026 年 3 月）が実施されています。災害医療関係者向け

に実施された今年度の本邦研修では、災害対応および災害への備えにおける社会的に脆弱な集団への配慮に

関するコマが設けられました。障害者、高齢者の他、ジェンダーもテーマとして取り上げられ、講義では災害

時における女性の経験（避難所でのプライバシーの欠如や女性用品の不足等の課題）や、安全対策の欠如や支

援の見返りとしてジェンダーに基づく暴力が起こる等、脆弱性とそれに対する適切なアプローチや好事例等

が説明されました。講義後は、自国ではどのような人やグループが社会的に脆弱とみなされているか、被災地

で社会的弱者層のニーズに適切に対応するために EMT（緊急医療チーム）派遣前にはどのような情報と準備

が必要か、また自国が被災国となり様々な支援チームを受入れ活動してもらう際、社会的弱者に対する適切な

支援を確保するためにどのような調整が必要か、について議論を行いました。 

 

マレーシアやブルネイ等イスラム教の信者が多い国では、空間分離を考慮した避難所設営や物資供与（ハラ

ール対応の食事提供）等、宗教や特定のニーズに配慮した取り組みがすでに行われている事例が共有された他、

実質的なニーズを理解するために、EMT メンバー構成比（男女どちらも参加し偏りがでないよう）に配慮す

ることや、必要に応じて他パートナーや支援者に繋ぐ（連携する、協力を仰ぐ）こと、支援者に対する配慮（付

き添い・監督者の配置等）、配慮が必要な人々の情報を緊急時に速やかに共有・入手できるよう平時から関連

するデータを取りまとめおくことの必要性等、多くの意見が挙げられ、研修員が新たな気づきや学びを得る貴

重な機会となった様子が窺えました。 

今回はジェンダー、障害者、高齢者を中心とした内容の研修になりましたが、研修員を通じて本研修の学び

が ASEAN 各国の関係者間で共有され、青少年、孤児、子ども、国内避難民、性的マイノリティ等を含むより

幅広い層への理解が進むとともに、災害への備えや実災害時に配慮の視点が盛り込まれた活動が進められる

ことが期待されています。 

 

Ⓒ NGEC-JICA GBV Elimination Project  Ⓒ NGEC-JICA GBV Elimination Project （＊転載禁） 

https://www.jica.go.jp/oda/project/2004724/index.html
https://www.jica.go.jp/oda/project/2004724/index.html
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（人間開発部 保健第二グループ保健第三チーム 倉持 百花） 

 

 

 

案件の紹介・各国からの報告④：  

中南米・アフリカ地域勉強会 

 

11 月 6 日、中南米拠点のナショナルスタッフ向けオンライン勉強会「ジェンダー主流化ワークショップ」

が開催され、ジェンダー平等の意義や在外事務所における実践方法について講義や意見交換が行われました。 

ジェンダー視点での公平性確保には「同じものを与える」平等ではなく、必要に応じた支援が重要である点

や、フロントラインで業務に従事する現地事務所では、日ごろからジェンダー視点での情報収集や関連する機

関との関係構築が大事であることが改めて確認されました。ブラジル事務所からは女性起業家支援プログラ

ム「J-Wings」1の紹介があった他、各国参加者からも女性のエンパワーメント事例の紹介（ホンジュラス：観

光・農業分野、エクアドル：Gender Smart Business の専門家配置や女性起業家向け融資制度の導入などの制

度的支援の強化）があり、同一地域内でのジェンダー課題を踏まえ、次の一手を考える機会となりました。 

12 月 10 日には、アフリカ地域のナショナルスタッフ向け SGBV（Sexual and Gender based Violence）セミ

ナーを実施しました。アフリカ地域における SGBV の現状や課題に対するアプローチの共有の他、ケニア・

南スーダン事務所からは SGBV をなくすための取組を行う案件の成果紹介があり、各国参加者からは SGBV

の視点を踏まえた案件形成の仕方や民間企業との連携についてなど、沢山の質問が出されました。SGBV の撲

滅・被害者支援などを行っている案件の数は未だ少ないですが、今回のセミナーを通じて同一地域で取り組め

ることを学び合い、アフリカ地域拠点間のネットワークの活性化に繋がりました。 

 

（ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 青木 優） 

 

 
1 ブラジル日系社会における女性のリーダーシップ強化を目的とし、研修・メンタリング・ビジネスコンテストを実施。プログラムを通じ、参

加者の成長とネットワーク形成が促進された。 
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案件の紹介・各国からの報告⑤：  

アルバニア デジタル利活用によるジェンダー視点に立った 

金融包摂・ビジネス開発促進プロジェクト 

 

【金融アクセスの課題と背景】 

アルバニアでは、農業従事者が労働人口の約 36%を占めるにもかかわらず、農村部の銀行口座保有率は約

38%で、都市部と農村部の経済格差も顕著です。特に農村部の女性や若者は、土地所有の不平等もあり、金融

サービスへの参加が困難な状況にあります。 

 

【JICA の取り組みとプロジェクトの特徴】 

こうした課題に対応するため、JICA はアルバニア政府の経済・イノベーション省（MEI）および主に農民

を対象に金融サービスを提供する貯蓄信用協会「FED Invest」をカウンターパートに、「デジタル利活用によ

るジェンダー視点に立った金融包摂・ビジネス開発促進プロジェクト」を実施しています。このプロジェクト

は、農村部の小規模農家や零細中小企業、特に女性と若者を対象に、「ABA デジタルプラットフォーム」を活

用した金融サービスとビジネス支援を提供するものです。「ABA デジタルプラットフォーム」とは、FED Invest

が運営する非金融サービスのプラットフォームで、農民向けに金融リテラシー研修や専門家からの農業技術

のアドバイスなどを提供しています。 

 プロジェクトでは、①MEI を中心にバリューチェーン上の関係者への ABA デジタルプラットフォームの

認知度向上、②既存の ABA のサービスについて、データ分析に基づいての機能改善、③パイロット事業を通

じて、高付加価値市場に対応する新しいサービス開発を行う予定です。さらに、ABA の持続的な運営を目指

し、収益構造や組織体制、資金計画を含む中期事業計画の策定を進めます。 

 

【今後の展望】 

本事業は、2025 年春に始まったばかりですが、11 月 21 日にはプロジェクトの合同調整委員会（JCC）が開

催され、利用者である農民にとって有益なサービスを持続的に提供していくことの必要性と、関係者間の連携

強化に向けたコミットメントを改めて確認し、今後の活動方針について議論が行われました。さらなる関係者

の連携強化とプロジェクトの方向性が再確認され、3 年後の事業完成に向けて、活動が加速していきます。 

 

（ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 田島 冬馬） 
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案件の紹介・各国からの報告⑥： 

女性・平和・安全保障（Women, Peace and Security: WPS）に関する発信 

 

2025 年は、女性と平和・安全保障の問題を明確に関連づけた国連安保理決議第 1325 号（WPS）採択から

25 周年でした。世界で紛争や自然災害が多発する中、WPS 推進はますます重要になっています。JICA の WPS

推進の取り組みに関する発信についてご紹介します。 

 

活動紹介①：ハイレベル会議 女性・平和とデジタル・トランスフォーメーション（DX）～持続的な安定のた

めの経済的包摂（東アジア・アセアン経済研究所（ERIA）・国連大学共催）（2025 年 11 月 17 日） 

基調講演者の一人として田中明彦 JICA 理事長が登壇2し、JICA のミッションの一つである人間の安全保障

3を推進していく上で、女性と少女の平和と尊厳を守る取り組みを社会全体で強化し、あらゆるレベルの意思

決定への女性の参画を推進していくことが不可欠であることを、日本の防災や災害復興の経験なども交えて

力強く発信しました。また、DX については生活の利便性等を高める一方で、デジタル空間でのジェンダーに

基づく暴力（GBV）、AI におけるジェンダーバイアスなど新たなジェンダー平等への脅威が生じており、DX

推進においても女性の参画とリーダーシップが重要であることを指摘しました。そして、デジタル技術や DX

を通じて WPS 推進に貢献する JICA の協力事例として、技術協力パキスタン「シンド州におけるインフォー

マルセクターの女性家内労働者の生計向上および生活改善支援プロジェクト」と海外投融資ウクライナ・モル

ドバ「輸出志向型産業支援事業」を紹介しました。基調講演者として、上川陽子衆議院議員も登壇し、WPS セ

ッションではジョージタウン大学WPS研究所長のメレーン・バービア大使がファシリテーターを務めるなど、

WPS 推進に関わるキーパーソンが多く登壇した会議でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動紹介②：第 9 回アフリカ開発会議（TICAD 9）テーマ別イベント「WPS＋イノベーション：女性や少女

とともに切り拓く、新たな平和と安全保障の時代へ」（2025 年 8 月 21 日） 

2025 年 8 月に横浜で開催された第 9 回アフリカ開発会議（TICAD 9）のテーマ別イベントとして、ジェン

ダー平等・貧困削減推進室は、UN Women、世界銀行と共催で、テーマ別イベント「WPS＋イノベーション：

女性や少女とともに切り拓く、新たな平和と安全保障の時代へ」を実施し、女性たち自身が進める創造的な取

り組みを紹介しました。ケニアでMOMA Renewable Energyという会社を創業したCEOのMs. Yvonne Mose、

ウガンダの Uganda Women's Network (UWONET)で選挙関連の暴力の予防・緩和、ウガンダの WPS 国家行

 
2 基調講演スピーチ全文（英文）は JICA HP よりご覧いただけます：リンク 
3人間の安全保障とは、人間一人ひとりに着目し、貧困、紛争、災害などの脅威から人々を守り、すべての人が自由と可能性を実現できるように

することを目指す概念。 

https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2017_1500361_1_s.pdf
https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2017_1500361_1_s.pdf
https://www.jica.go.jp/information/press/2023/20240216_21.html
https://www.jica.go.jp/information/press/2023/20240216_21.html
https://www.jica.go.jp/about/president/speech/1576298_36305.html
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動計画の地域展開などを推進している Ms. Norris Linda Nakimbugwe、南スーダン公共放送 ニュース・番組

プロデューサーで、困難に立ち向かう女性などを取り上げる番組制作や女性ジャーナリストのネットワーク

設立に取り組んでいる Ms. Leila Osman Khamis、特定非営利活動法人イコールネット仙台で女性の防災リー

ダー育成に尽力されている宗像恵美子さんがパネリストとして登壇し、女性や少女が尊厳をもって生きられ

るための取り組みなどについて語り合いました。ケニアで再生可能エネルギーの会社を経営するイボンヌさ

んは、JICA が主催した GBV 撤廃のためのビジネスコンテスト“Innovate against GBV”に参加して最優秀賞を

獲得しました。環境にやさしい燃料を製造することで女性たちの燃料収集の負担や GBV 被害へのリスクを削

減するとともに、その販売員に GBV サバイバーを積極的に雇用して GBV サバイバーの自立にも寄与すると

いうビジネスモデルを拡大することで、環境にも社会にも貢献していくという志を力強く語ってくれました。

パネルディスカッションの総括として、ジェンダーの視点から社会を見直し、差別の構造に挑戦する力を育む

ことの重要性や、民間企業、市民社会、メディア、若い世代など、より多様なアクターと連携しつつ、従来の

枠にとらわれない挑戦を進めることがイノベーションの原動力となり、WPS 推進に繋がるというメッセージ

が、参加した 200 名超の方々へ発信されました。加えて、日本とアフリカの課題を個別に捉えるのではなく、

共に向き合い、共に取り組む姿勢と行動の重要性も強調され、TICAD のテーマ別イベントとして意義深いも

のとなりました。 

 

 

 

（ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 溝江 恵子）  

 



 

12 

 

ドナー紹介①：  

第 5 回世界女性シェルター会議への参加を通じた学び 

 

2025 年 9 月 15 日～18 日の 4 日間、オーストラリアのシドニーで、女性シェルターの運営や GBV の撤廃

に取り組む第一線の関係者が集う、第 5 回世界女性シェルター会議が開催され、JICA からも参加しました。 

全体のテーマは「Connect, Challenge, Change」。世界 60 か国以上から NGO、政府関係者、民間企業、研

究者等、約 1,200 名が集いました。オーストラリアの政治家やウクライナの人権活動家を含む 11 名による基

調講演、100 を超える分科会、スタディツアー等を通じ、GBV 撤廃に向けた様々な取り組みに関する情報発

信、ネットワーキングが行われ、参加者は GBV 撤廃という共通の願いに向けて決意を新たにしました。 

印象的だった取り組みの一つは、本会議のスポンサーでもあった、オーストラリアのコモンウェルス銀行に

よるものです。同銀行は 2020 年に 1 万人のオーストラリア人を対象とした経済的暴力に関する調査を行い、

その結果、40％が自身あるいは知人が経済的暴力を経験したことがあると回答したことを受け、「Next Chapter」

というプログラムを通じた取り組みを開始しました。例えば、銀行取引のメッセージ欄を通じた脅迫など経済

的暴力の兆候を AI を活用して早期に検知し、引き落としを止めたり、加害者に警告文を送ったり、被害者を

相談支援のサービスへつなげたりなど、金融機関として GBV 課題に積極的に取り組んでおり、民間企業の役

割や可能性に気づかされました。 

また、シェルターの役割や目的といった根本的な点についてもあらためて理解を深める機会となりました。

今では社会課題として認識されている GBV も、かつては家庭内の問題として行政はおろか他者が介入すべき

ではないと考えられていた時代に、各国で女性たちが進めたシェルター・ムーブメントは、単なる物理的なイ

ンフラとしての役割だけでなく、ジェンダー平等と女性のエンパワメントを推進するツール／場として、暴力

が象徴する家父長制の社会構造に NO を突きつけ、男女の関係性の変革を訴える政治的な役割を果たしてき

ました。本会議では、そのような役割が忘れられつつある現状に警鐘も鳴らされました。 

シェルターを運営する支援団体と研究者による分科会も数多く開かれ、被害当事者の経験に基づいてサービ

スを共にデザインしていく方法や、文化や言語の違いに配慮したアプローチなど、研究と実践の現場が協働し

ながら、様々に模索されていることも印象的でした。世界中で多くの実践が行われている中、実践のナレッジ

化や、エビデンスとしての好事例は未だ少ないという指摘もありました。今回の学びを生かし、JICA におい

てもGBVの撤廃クラスターの事業を通じて実践を蓄積し、ナレッジの取りまとめや発信を行うことによって、

グローバルな取り組みへ貢献していきたいと思います。 

 

（国際協力専門員 宇佐美 茉莉） 
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ドナー紹介②： 

2X Global サミット 2025 出席報告 <Women Driving Resilience> 

 

G7 各国の開発金融機関(DFI)が、自らの資金提供を呼び水にジェンダー平等に資する民間投資を促進する

ために 2018 年 6 月より設立した「2X Challenge(ツーエックス チャレンジ)：女性のためのファイナンス」

や、その認証制度である「2X Certification」を推進・支援する 2X Global(ツーエックス グローバル)によるサ

ミットが、９月にフィリピン・マニラで開催されました。本サミットはアジア開発銀行（ADB）との協働のも

と、ADB 本部を会場として開催され、アジア地域では初めての実施となりました。2X Global には、DFI や国

際金融機関に加え、財団、投資家、金融機関、女性起業家、ジェンダー視点に立った BDS（ビジネス開発サポ

ート）提供者など 150 ほどの機関が加盟し、ジェンダーレンズ投資促進やそのためのエコシステム構築のた

めのナレッジシェアやネットワーキングを行っておりますが、2025 年のサミットは『Women Driving 

Resilience』をメインテーマとし、気候変動・地政学上のシフトや、デジタル技術・AI の台頭などに関するシ

ンポジウムやパネルディスカッションが行われ、また多様な組織間でのネットワーキングが積極的に実施さ

れました。 

JICA は 2X Challenge に該当する案件形成を積極的に推進しています。その際のジェンダーレンズ投資判断

基準である 2X Criteria Reference Guide が 2024 年 7 月に大幅に更新され、2025 年 9 月にも更新される予定

となっていたため、本サミットでも Reference guide に関する意見交換が行われました。特に印象的だったの

は、議論の焦点が「複雑化した 2X Criteria の要件をどう満たすか」から、「要件を満たしながらどのようにイ

ンパクトを生むのか」へとシフトしているということでした。2024 年 7 月の改訂以降、要件はより網羅的に

なったものの、実務レベルでは単に要件を満たすことを目的化するのではなく、むしろ要件をエントリーポイ

ントとして、いかに実質的な変化を生み出していくかという議論のきっかけとなるように、2X Criteria を活用

することが大事であると感じられました。その他、本イベントでどのような議論がなされたのかご興味のある

方は、2X Global Summit 2025 — 2X Global をぜひご確認いただければと思います。 

 

（ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 笹澤 つかさ） 

 

https://www.2xchallenge.org/
https://www.2xchallenge.org/2x-criteria-reference-guide
https://www.2xglobal.org/2x-global-summit-2025
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コラム：書籍紹介 

 

11 月 25 日から 12 月 10 日は、世界中で、女性や少女に対する暴力の撤廃を呼びかける 16 日間のキャンペ

ーン期間でした。そして来たる 3 月 8 日は国際女性デー、女性の権利とエンパワーメントを推進する世界的

な取り組みが行われます。 

ジェンダーの課題は、教育、雇用、政治、暴力の問題等、全ての人に関わる人権問題です。いつでも、どこ

でも、色々な形で、ジェンダー平等について考え、話し合える人が増えることを願って、ジェンダー課題を考

えていただくきっかけとして、ジェンダーに基づく暴力（GBV: Gender Based Violence）、ジェンダー平等

（gender equality）に関する書籍を 1 冊ずつご紹介します。 

 

GBV とは「女らしさ」「男らしさ」といった社会の期待を背景に起こる暴力のことです。世界では 3 人に 1

人の女性や少女が、身体的、性的な暴力を経験していると言われています。「自分には関係ない」、「縁がない」

と感じるかもしれません。でも、3 人に 1 人が被害者だとしたら、友達や同僚、もしかすると家族にも声を上

げられないまま苦しんでいる人がいてもおかしくありません。 

また、GBV の多くは女性や少女に向けられますが、「男だから」「女だから」という「らしさ」の押し付け

の中で、男性が被害者となることもあります。社会の「らしさ」に息苦しさを覚え、「らしさ」に支配されて

力をふるってしまうのが、ジェンダーに基づく暴力です。GBV は「どこか遠い誰か」の問題ではなく、私た

ちの身近な人間関係や職場、コミュニティにもつながるテーマです。 

 

ジェンダー平等とは、性別にかかわらず誰もが尊重され、権利や機会を平等に得られる状態のことです。 

家庭での役割分担、職場での昇進・賃金の公平性、全ての人が意思決定に参加できる仕組みなど、社会のあら

ゆる場面で性別による差別や偏見が排除されることを目指すのがジェンダー平等です。 

色々な場面で目にしたり、耳にすることが増えてきた「ジェンダー平等」ですが、どういう状態がジェンダー

平等で、どういう状態がジェンダー不平等となるのかを考えてみると、具体的なイメージが頭に浮かび、誰か

と話してみたくなるのではないでしょうか。 

 

今回紹介する書籍は、『女を殴る男たち～DV は犯罪である』（1999 年）、『ジェンダー入門: 知らないと恥ず

かしい』（2006 年）ちょっと古めですが、分かりやすく、ジェンダーの基礎知識を得るのに役立ちます。そし

て、なにより書かれていることに古さが感じられない理由を考えて、まわりの出来事をジェンダー平等という

視点で考えてみると、新しい発見があるはずです。 
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紹介する書籍 

ジェンダーに基づく暴力（GBV: Gender Based Violence） 

『女を殴る男たち～DV は犯罪である』 梶山 寿子著 文藝春秋 

 

【担当編集者の紹介文より引用】 

「ＤＶ」とは配偶者や恋人が行う肉体的・精神的虐待行為のこと。数時間にも

及ぶ暴力、繰り返されるストーカー行為など、異常としかいいようのないＤＶの

実態を、著者は国内・米国での豊富な取材を基に記しています。中でもＤＶの家

庭で育った子供が大人になった時、虐待する側や虐待の被害者になるという事実

は衝撃的。日本でも対策が急ピッチで進んでいます。 

 

 

ジェンダー平等（gender equality） 

『ジェンダー入門: 知らないと恥ずかしい』 加藤 秀一著 朝日新聞出版 

 

【版元記載の概要より引用】 

東京都や自民党からのジェンダー論バッシングが強まる昨今だが、そもそも

ジェンダーの知識がなければ議論に加われない。ジェンダー研究者が学生でも

わかるようにやさしく説いた入門書。ジェンダーとは何か、性別の起源、性差

の作られ方、性同一性障害、同性愛、バッシングの深層心理、ジェンダー論の

将来など、1 冊でジェンダーがわかる。 

 

 

 

（ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 甲斐 千香子） 

 

 

終わりに 

皆さま、こんにちは！いつも本ニュースレターをご覧いただき、誠にありがとうございます。今回も各所

から賑やかで素晴らしい活動報告があり、印象的なものとなったように感じます。本ニュースレターは、年 

3 回程度発行しており、次号は春頃に発行予定です。これからも少しでも多くの方々がジェンダー主流化

や金融包摂に興味を持っていただけるよう、情報発信してまいりますので、どうぞよろしくお願い致しま

す！ 読者の皆様からのご意見、ご感想をお待ちしております。（連絡先：gpgge@jica.go.jp） 

 

（編集：ガバナンス・平和構築部 ジェンダー平等・貧困削減推進室 髙橋 莉奈） 
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ジェンダー/金融包摂案件、関連広報のリンク 

・ガイダンスノート ジェンダー平等と女性のエンパワメントの推進 

https://www.jica.go.jp/activities/issues/gender/__icsFiles/afieldfile/2024/03/06/guidance_gender.pdf 

・JICA 事業におけるジェンダー主流化のための手引き 

https://www.jica.go.jp/activities/issues/gender/materials/guidance.html 

・New！起業支援プログラムにおけるジェンダー主流化チェックリスト 

https://www.jica.go.jp/activities/issues/gender/__icsFiles/afieldfile/2023/09/20/Checklists_for_applying_Gen

der_Lens_to_JICAs_entrepreneurship_support_programs_jp.pdf 

https://www.jica.go.jp/activities/issues/gender/__icsFiles/afieldfile/2024/03/06/guidance_gender.pdf
https://www.jica.go.jp/activities/issues/gender/materials/guidance.html

